
 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩手県立軽米高等学校 

学校通信４５号 

令和元年１２月２日発行 

10 月 31 日(木)2 学Ａコース 22名が、二戸地域の高校生を対象とした合同企業説明会「カシオペアしご

とメッセ 2019」に参加してきました。食品製造や美容、縫製業など公務員を含む 34事業所・団体の業務説

明ブースが開設され、担当者の方から説明をうかがいました。鶏肉解体の実演やハンドケア体験など工夫

を凝らした紹介もあり、それぞれが興味関心あるブースに赴き各事業所の魅力や業務内容を学ぶ機会とな

りました。 

1 学年 PTA10/30(水)   2 学年 PTA 11/18(月) 

 カシオペアしごとメッセ 2019 に参加 １０/31(木) 

 

１学年ＰＴＡを 10月 30 日(水)に開催し、当日は 21

名の保護者の皆様に出席いただきました。学年の概

況説明と次年度のコース選択に向けた講演（ベネッ

セコーポレーション）、そして、文系理系の特性と

学習内容について説明をいたしました。1年生は、12

月の三者面談を経て次年度のコースが決定いたしま

す。 

また、２学年ＰＴＡを 11月 18 日(月)に開催

し、28 名の保護者の皆様に出席いただきまし

た。前半は、２学年が取り組んできた「総合的

な学習」の発表でした。11 グループがスライド

上映を通し、研究の内容や成果をプレゼンテー

ションしました。後半は、修学旅行について、

業者の担当者より説明をいただきました。12 月

１日から５日間の関西方面への修学旅行となり

ます。安全で楽しい修学旅行となるよう祈念い

たします。 



1 学年 コース別授業・個別添削指導始まる 

PTA 研修旅行 11/12(火) 

学校巡回朗読会 １１/１５(金) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 学年被災地訪問学習 11/21（木） 

 1 学年では、後期中間考査後、国語・数学・英語の３教科に

ついて、来年度のコース選択を踏まえたコース別授業の試行を

開始しました。それぞれの進路に合わせ、コース毎に授業の進

度や内容を進めることができます。また、前期末考査後から国

語・数学・英語において、大学進学希望者を中心とした個別添

削を実施しています。基礎力を積み重ね、先輩方に追いつき追

い越せるよう学年全体で取り組んでいます。 

11 月 15 日(金)、俳優の樹原ゆりさん

をお迎えし、朗読会を開催しました。樹

原さんは、ＮＨＫやＴＢＳなどの多くの

テレビドラマや映画で活躍されている方

です。当日は、浅田次郎著の「ラブ・レ

ター」を約１時間にわたり朗読していた

だきました。物語中の複数の登場人物を

場面に応じて、声の大きさやことばの早

さを替えて表現する朗読に、次第と物語

の世界に引き込まれていくようでした。 

 今回の朗読会は、生徒にとって大きな

刺激となり、今後の読書・図書活動やボ

ランティア活動・社会活動を考える機会

になったことと思います。 

11 月 21 日(木)、１学年が、東日本大

震災津波の被災地である野田村を訪問し

てきました。役場職員と観光協会の方に

避難経路にあたる高台へ誘導していただ

いたり、震災当時の様子とその後の復興

状況について説明いただきました。ま

た、野田塩の生産過程など地域の産業に

ついても見学することができました。 

今回の訪問を通して、命の大切さや自

分の存在、人や地域のつながり、自然と

の共生、防災や安全など多くのことを学

ぶ機会となりました。 

11 月 12 日(火)ＰＴＡ研修旅行を実施しました。今年度

は、普段はなかなか入ることのない盛岡地方裁判所の見学と

全国でも人気のクラフトビールを生産するベアレンのビール

工場見学です。また、昼食は、わんこそばの食べ放題に挑戦

してきました。参加した保護者の皆様には、保護者間の情報

交換と子育てや仕事を離れたリフレッシュのひとときとなり

ました。３年に一度の研修旅行です。次回は、2022 年。保護

者の皆様が満足する企画を考えてまいります。楽しみにして

ください。 


